


































































































































































































































































































































































































































































































































































たのだ。そして，ハー ディをして，ラルワー ス上陸の瞬1mのキー ツを揃えて，
‘AtL111wUrth;LCcntury恥ck，（1920,SeI“mber作）という諭を詠龍しめた
動機は，キー ツと岡趣だという父組代盈を遺伝する執念ぶかい滞在惣職ではな
かったろうか？
ハー ディの数,どの'1,没を通じてちりばめら虹ているキー ツの詩句のたびたび
の!jl川は，喪ととに，そのような伺趣意識のなせるわざであったと，い主断定
するととがでぎるように思わｵ1,ろ。
rnJ均と五"f8 57
V、
美とに真，真と腱美なり---こｵ1の熟ぞ
fltに汝らの知るすべて，知らざるべからざるすべてなり。
(Beautyistruth,trutlll)"uty,一一thatisall
Ycknowonearth,andallycn"dtoknow.)(-'OdeonaGrecianUrn.')
や，主た，
?
美しきもの;急とこしえに喜びなり，
そのうるわしさいや燗し，そば傭に
失せ采つることあらじ，
(Athingorbeautyis;'joyforcver:
11Slovelinessincrcases;itwillncver
I'"gintonothingness.)(－〃'"”《"B,I.,1.）
というような数行に圧縮されているキーツの思想一つまりキーツを詩人と
して盛感づけた美とは眞なりというこの観念は,やがて『近世画家伝』(皿⑥此m
Bzfnlcj･8)で美と翼との合致を挽くジョン・ラスキン(JOhnRREkin)の教読
の根底となり，ルネッサンス絵画・彫刻の巨匠たちの美的努力のうちに，人生
の輿意義を焦点づけたウォルター・ペーター(WaltcrlatCr)の哲学の基調とな
り，さらに,I理想郷便り』(N"".加加Ⅳo"he'･c)のなかで，ユウトー ピア
ml:会主義と美の秩序とを結合させ，索た実人生の美化を望むあまり，労働運動
の中に美術工芸の改善を持ちこんだウィリアム．モリス(WilliamMorris)の
努力を順致したと言えるであろう。美とは虞,翼とは美という一つの糖耐l!的原
班の主張は，恐らくキーツその人の夢にも思わなかったデモクラチックな，或
いは,枇会主義的な理想を展I刑し減生した母胎となったと見ることもできるわ
けで，ラスキンからモリスに至るこうした理想は,文学と人生とをさらに親密
な関係に結びつける宿命を荷なったように思われる。
日なの生活のあわただしさとぞよめきから，一見，もっとも遊離した，孤高
の唯美的詩繍を書いたキーツが,文学と人生とは表裏一体だという永遠の事実
を，執念深くわ虹われに思いlllさせるということは,やはりキーツの詩の偉大
な功繊であろう。
「うら枯れた人生に関するひねくれた思想の作家」(!AthinkerofOooked
thOughtsulmnLifinthe""'－－$@NightinthcOldHOme,''Z'杓沌el8
Z"JgﾊjO'g8foc"P.153)とみずから号する'､一デイは，キー ツのこの面にも
同糠に深い影響を受けたように恩わ飢ろ。

